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お
知
ら
せ

お 知 ら せ
Information

いわき市の
人口と面積

▶市政情報番組「いわきWith」
　毎週月曜日　19：00～19：30
　毎週金曜日　13：00～13：30（再放送）
　毎週土曜日　８：30～９：00（再放送）
▶GOOD DAY いわき プラス
　月～金曜日　7：44～／12：10～
▶古紙回収実施の有無（当日に放送）
　回収日が月～金曜日　　　７：43ごろ
　回収日が土曜日　　　　　７：59ごろ

　
市政情報番組　　毎週土曜日　８：55～

　
福島放送　　　　６月９日㈯　11：40～
　　　　　　　　７月14日㈯　11：40～
福島中央テレビ　６月16日㈯　９：25～
福島テレビ　　　６月17日㈰　13：55～
テレビユー福島　６月23日㈯　９：25～

　
福島中央テレビ　６月24日㈰　11：40～

※変更となる場合がありますので、ふるさ
　と発信課ソーシャルネットワークグルー
　プ（☎22－7503）へお問い合わせいただ
　くか、市ホームページをご覧ください。

　人　口　343,595人　（＋ 337）
　　男　　169,965人　（＋ 249）
　　女　　173,630人　（＋ 88）
　世帯数　142,741世帯（＋ 476）
　面　積　1, 232. 02㎢
　平成30年５月１日現在／(前月比）

いわき市民コミュニティ放送（76.2M㎐）

市政だより

ラジオ福島（1431K㎐）

シルミルいわき

今月の納期（納期限７月２日㈪）
市・県民税　　　　　　　　　第１期
下水道事業受益者負担金　　　第１期

対象　 補助額　 申し込み方法　 申込期間・期限　
内容　 試験日　 ところ　

地
区
集
会
所
の
修
繕
費
を

補
助

　

地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

☎
22
・
７
４
１
４

自
治
会
・
町
内
会
・
区
が
所

有
し
て
い
る
集
会
所
の
屋
根
の

ふ
き
替
え
や
外
壁
塗
装
、
床
の

張
り
替
え
、
出
入
り
口
の
段
差

解
消
、
ト
イ
レ
の
改
修
な
ど

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
上
限
百
万
円
）

事
前
に
同
課
へ
相
談
の
上
、

要
望
書
を
提
出

６
月
29
日
㈮

※
軽
微
な
修
繕
や
備
品
類
の
購

児
童
手
当
現
況
届
の

提
出
を

　

こ
ど
も
家
庭
課
家
庭
支
援
係

　
　
　
　
　

☎
27
・
８
５
６
３

　

５
月
分
以
前
か
ら
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
る
方
に
は
、
６

月
上
旬
に
届
出
用
紙
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

し
、
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
が
な
い
場
合
に
は
、

６
月
分
以
降
の
手
当
（
10
月
支

給
予
定
）
が
差
し
止
め
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

各
地
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

各
支
所
（
内
郷
支
所
を
除
く
）

　

入
は
、
補
助
対
象
と
な
り
ま

　

せ
ん
の
で
、
詳
し
く
は
同
課

　

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

へ
持
参
提
出

６
月
29
日
㈮

総合磐城共立病院総務課職員係　☎26－3177

平成31年４月採用予定の市職員医療職採用
候補者試験を実施

　①職種＝薬剤師　②採用予定人数＝８人程度
　／　６月30日㈯／総合磐城共立病院
　／　総務部職員課または同病院などに備え付けの
申込書を同病院総務課へ提出／６月15日㈮
※薬剤師以外の職種の試験は、別途実施します。

試

内

申

所

期

Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ

フ
ェ
ニ
ー
ル
）
掘
り
起
こ

し
調
査
を
実
施

　

廃
棄
物
対
策
課
指
導
係

　
　
　
　
　

☎
22
・
７
６
０
４

　

変
圧
器
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
な

ど
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
疑
い
の
あ

る
電
気
機
器
な
ど
を
使
用
ま
た

は
保
管
し
て
い
る
事
業
所
を
対

象
に
、
同
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

６
月
か
ら
順
次
、
調
査
票
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
ず
回
答

し
て
く
だ
さ
い
。
電
気
機
器
の

確
認
は
感
電
の
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
管
理
し
て
い
る
電
気

主
任
技
術
者
な
ど
に
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

近
所
の
方
に
あ
い
さ
つ
し
た
り
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
を
気
に
掛
け
た
り
、
小
さ

な
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。

　
ま
た
、
郷
土
愛
を
育
む
取
り
組
み
と
し

て
、
地
元
の
小
学
校
な
ど
と
協
力
し
、
児

童
た
ち
の
地
域
へ
の
思
い
な
ど
を
ま
と
め

た
冊
子
を
作
成
し
ま
し
た
。
地
域
に
対
す

る
愛
着
が
、
地
域
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
で
す
か
。

　
現
在
の
組
織
は
男
性
中
心
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
女
性
の
視
点
や
意
見
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
細
や
か
な
活
動
や
サ
ポ
ー
ト

が
で
き
る
よ
う
、
組
織
の
中
に
女
性
部
会

を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
次
の
世
代
に
活
動
を
引
き
継
い
で
い

け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
と
一
緒
に
活

動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ら
物
事
を
考
え
る
こ
と
で
、
一
人
一
人
に

合
っ
た
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
と
思
う
の
で
、

日
頃
か
ら
目
線
を
変
え
て
考
え
、
行
動
す

る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
防
災
意
識
を
高
め
て
い
く
た
め
に
大

切
な
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
近
所
で
助
け
合
う
「
向
こ
う
三
軒
両

隣
」
の
精
神
で
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
に
積

極
的
に
活
動
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
住

民
同
士
の
融
和
を
図
り
、
地
域
の
団
結
力

を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、

落
語
や
、
お
笑
い
ス
テ
ー
ジ
、
体
操
教
室

な
ど
、
多
く
の
方
が
集
え
る
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
を
通
し
て
知
り
合
い
が
増
え
、
近
所
付

き
合
い
が
活
発
に
な
る
こ
と
で
、
活
動
に

参
加
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
無
理
せ
ず
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

実
行
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
ま
ず
は
、

Ｑ
　
関
田
総
合
自
主
防
災
会
の
活
動
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
関
田
総
合
自
主
防
災
会
は
、
三
つ
の
自

治
会
で
構
成
し
て
い
る
の
で
、
約
九
百
七

十
世
帯
、
二
千
四
百
五
十
人
が
暮
ら
す
地

域
で
活
動
す
る
大
き
な
団
体
で
す
。
そ
の

た
め
、
三
つ
の
支
部
を
つ
く
り
、
役
員
を

配
置
し
て
、
役
割
分
担
し
な
が
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。
全
体
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
支

部
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
や
、
講
話
な

ど
を
行
う
ほ
か
、
地
元
の
小
学
校
と
連
携

し
た
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
活
動
の
際
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

何
で
す
か
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
幅
広
い
た
め
、
震
災
の
よ
う
な
大

き
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ

の
方
が
必
要
と
す
る
こ
と
は
異
な
り
ま
す
。

相
手
の
立
場
に
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
か

250

馬上昌幸さん
　関田総合自主防災会会長。設立30
周年を迎えた同会は、３月に自治体
消防制度70周年を記念した（一財）
日本防火・防災協会会長表彰を受賞。

市
民
の
ひ
ろ
ば

広報いわき　30. 6　10

消防署と協力して実施した初期消火訓練

非常食の試食会を通してコミュニケーショ
ンを図る参加者

地域の団結力が
　　　　　防災につながる
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

内容　 補助額　 補助限度額　 申し込み方法　 申込期間・期限　
とき　 ところ　 時間　 対象　 募集定員　 募集戸数　 料金　

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
な
ど
の

設
置
費
用
を
補
助

　

生
活
排
水
対
策
室
経
営
企
画

　

課
業
務
係

　
　
　
　
　

☎
22
・
７
５
１
９

　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
浸
水
対

策
や
雨
水
の
有
効
利
用
推
進
の

た
め
、
公
共
下
水
道
事
業
計
画

区
域
内
で
、
雨
水
貯
留
タ
ン
ク

な
ど
を
本
年
度
内
に
設
置
す
る

方
に
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

①
雨
水
浸
透
マ
ス
＝
住
宅
等

市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
３
級
指
導
士
養
成
講
座

の
受
講
者

　

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
事
業

　

推
進
係　

☎
22
・
７
４
６
５

７
月
２
日
〜
25
日
の
月
・

水
・
金
曜
日
（
７
月
16
日
を
除

く
）
（
全
10
回
）

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

常
磐
公
民
館

市
内
居
住
者
で
、
ボ
ラ
ン

盲
導
犬
・
点
字
ふ
れ
あ
い

体
験
を
開
催

　

障
が
い
福
祉
課
支
援
係

　
　
　
　
　

☎
22
・
７
４
８
５

６
月
24
日
㈰　

10
時
30
分
〜

15
時
30
分

サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ

盲
導
犬
や
白は

く

杖じ
ょ
うを
使
っ
た
歩

行
体
験
、
点
字
体
験
な
ど

コ
ー
ス
別
硬
式
テ
ニ
ス

教
室
を
開
催

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ

　

振
興
係　

☎
22
・
７
５
５
３

６
月
14
日
〜
７
月
26
日
の
木

曜
日
（
７
月
12
日
を
除
く
）

　

19
時
〜
21
時
（
18
時
40
分
か

ら
受
け
付
け
開
始
）

総
合
体
育
館

中
学
生
以
上
の
市
内
居
住
者

百
人
（
当
日
先
着
順
）

※
ラ
ケ
ッ
ト
や
、
室
内
用
運
動

　

靴
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

テ
ィ
ア
で
活
動
す
る
意
欲
が
あ

り
、
全
日
程
を
受
講
で
き
る
方

　

16
人
（
先
着
順
）

６
月
15
日
㈮
８
時
30
分
か
ら

同
課
へ
☎
で

同
課
へ
☎
で

※
見
学
も
可
能
で
す
の
で
、
詳

　

し
く
は
同
課
へ
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

１
棟
に
つ
き
４
基
ま
で　

②
雨

水
貯
留
タ
ン
ク
＝
２
百
リ
ッ
ト

ル
以
上
の
市
販
品
で
、
住
宅
等

１
棟
に
つ
き
１
基
ま
で　

③
浄

化
槽
転
用
雨
水
貯
留
施
設
＝
住

宅
等
１
棟
に
つ
き
１
基
ま
で

工
事
・
購
入
費
の
３
分
の
２

①
＝
２
万
５
千
円
／
基　

②

＝
５
万
円　

③
＝
20
万
円

工
事
着
手
ま
た
は
購
入
の
20

日
前
ま
で
に
、
同
課
に
備
え
付

け
の
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

え
て
、
同
課
へ
持
参
提
出

来
年
１
月
31
日
㈭

　防災拠点としての機能などの向上を図るため行って
いる本庁舎耐震改修工事に伴い、駐車場の減少など、
庁舎の利用が一部制限されています。また、騒音や振
動を伴う作業を行うことがあり、ご迷惑をお掛けしま
すが、理解と協力をお願いします。

総務課総務係　☎22－7401
本庁舎耐震改修工事に伴う庁舎利用の制限

○木造住宅耐震診断者を派遣
　／　昭和56年５月31日以前に着工された３階建て
以下の戸建て木造住宅／20戸程度
　６月15日㈮～８月31日㈮
○木造住宅耐震改修を支援
　昭和56年５月31日以前に着工された３階建て以下
の戸建て木造住宅で、耐震診断の結果、耐震基準に
適合していないものと診断された住宅
　３戸程度
　①一般耐震改修工事＝補助対象経費の２分の１以
内（上限100万円）　②簡易耐震改修工事・部分耐
震改修工事＝補助対象経費の２分の１以内（上限60
万円）
　６月15日㈮～８月31日㈮
○個人住宅のリフォーム工事費を補助
　バリアフリー化、省エネ化などのリフォーム工事
のうち、来年２月28日㈭までに完了報告ができ、工
事代金が10万円以上（消費税相当額を含む）で、市
内の施工業者に発注する工事
　工事代金の１割（上限15万円）
　６月15日㈮～10月31日㈬
※個人住宅のリフォーム工事費の補助を希望する方
　で、昭和56年５月31日以前に着工された３階建て
　以下の戸建て木造住宅の場合、木造住宅耐震診断
　者の派遣に申し込む必要があります。申し込み方
　法など詳しくは、同課へお問い合わせください。

住まい政策課　☎22‒1178
木造住宅の耐震化を支援など

戸

戸対

対

対

補

補

期

期

期

新
病
院
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ

　

総
合
磐
城
共
立
病
院
総
務
課

　

総
務
係　

☎
26
・
６
７
９
１

心
身
と
も
に
健
康
で
、
月
２

回
以
上
、
平
日
３
時
間
程
度
活

動
で
き
る
方

受
付
等
の
案
内
、
患
者
へ
の

図
書
の
貸
し
出
し
な
ど

親
子
で
学
ぶ
消
費
生
活

講
座
の
受
講
者

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
22
・
７
０
２
１

　

22
・
０
９
８
５

　
　

shohiseikatsu@
city.

　

iw
aki.lg.jp

７
月
24
日
㈫　

13
時
30
分
〜

15
時生

涯
学
習
プ
ラ
ザ

株
式
の
仕
組
み
を
学
ぶ

小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
と

保
護
者

　

20
組
40
人
（
先
着
順
）

ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、
住
所
、

児
童
・
保
護
者
の
氏フ

リ

名ガ
ナ

、
児
童

の
学
年
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
９
７
０
―
８
０
２
６　

平
字

一
町
目
１　

消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
（　
　

可
）

６
月
18
日
㈪
〜
７
月
17
日
㈫

必
着

　梅雨の季節や台風などの大雨は、大きな浸水
被害をもたらすことがあります。日頃から大雨
に備え、次のことに心掛けましょう。
○天気予報や気象情報に注意
　「自分の住んでいる地域に
も大雨が降るかもしれない」
という気持ちで、普段から天
気予報や気象情報に十分注意
しましょう。
○非常時の準備や行動
　食料品や貴重品、携帯ラジ
オなどの準備と避難所の確認
を行い、浸水の恐れがある場
合は、車の移動や、畳上げを
行うなど、自主的に早めの行
動を心掛けましょう。

下水道事業課計画管理係　☎22－1195
大雨に対する備えを

○いわき市民プール（☎29－1174）
　７月１日㈰～８月31日㈮（７月４日の正午～17時、
７月27日の９時～18時、７月28日・29日の６時30分
～18時、８月19日の６時～18時は25ｍ・50ｍプール
が使用不可。７月30日～８月３日の18時～20時、８
月20日の８時～17時は25ｍプールが使用不可）
　９時～20時30分
　一般＝320円、小学・中学・高校・高専生＝160円、
ウオータースライダー＝１回20円
○小名浜市民プール（☎54－1891）
　／　７月20日㈮～８月26日㈰（幼小児用プールの
み使用可）／９時～16時30分
　一般＝100円、小学・中学・高校・高専生＝50円
※いずれのプールも、土曜日の市内小学・中学・高
　校・高専生の個人使用は無料です。

市民プールの利用を
スポーツ振興課スポーツ施設係　☎22－7504
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